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　新型コロナ感染症が減少に伴い社会的活動が再開し，少
しずつ人々の動きが元に戻りほっとしたのも束の間コロナ
感染者の再増加が見られ始めました。豪州ではインフルエ
ンザ感染の急増，東京都内の小学校での季節外れのインフ
ルエンザによる「学年閉鎖」など，この冬の我が国でのコ
ロナとインフルエンザの同時流行「ツインデミック」の懸
念が広がっています。
　今年の梅雨明けは 6月でした。これは統計開始以来初め
てだそうです。早くも首都圏では連日の猛暑により電力需
要がひっ迫し，梅雨のないはず？の北海道では大雨となり
ました。また 7月に入り台風 4号の影響により西日本では
記録的な大雨となりました。高知県では活発な雨雲が連な

る線状降水帯が発生し，高知県の須崎では，7月の雨量 1
位を記録しました。このように例年と違う異常気象がもう
異常ではない状況になってきている様です。美しい日本の
四季がこれからも長く続くことを祈るばかりです。
　さて本号では若年妊婦の抱える問題やコロナ禍における
子どもたちの心理社会学的影響をはじめとする 7編の素晴
らしい研究や報告が掲載されています。三重県の津市で開
催された第 69 回小児保健協会学術集会も盛会に終わり一
息ついている時かと思いますが，ぜひ貴重な研究発表を論
文化し本誌への投稿をお願いします。

（渕上　達夫）
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発行日について記載に誤りがありましたので訂正しました（10 月 12 日）
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